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電子サイクロトロン共鳴加熱の最適入射によるLHDプラズマの高電子温度化
Increased electron temperature of LHD plasmas by optimum ECRH injection
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中心イオン温度 6 keV，中心電子密度 1.4×1019 m−3

の LHD高 Tiプラズマにおいて，中心電子温度を 7.6
keVまで増加させた。この結果は新しく導入した 154
GHzのジャイロトロンによる加熱だけでなく，電子
サイクロトロン共鳴加熱 (ECRH)の入射方向の最適
化によって得られた [1]。この最適化は改良した光線
追跡コード LHDGaussを用いることによって行われ
た。実験で得られる 3次元平衡マッピングの高速後
処理システム [2]を LHDGaussに取り入れた。
光線追跡計算のために，放電終了後に LHDデータ

ベース [3]に登録されている ECRH入射設定や，平
衡マッピングを含むトムソン散乱計測の解析データ
を自動で取得した。電子温度や電子密度分布を与え
る平衡マッピングは最外殻磁気面外へ外挿している。
これにより，光線の最外殻磁気面外での屈折だけで
なく，入射アンテナミラーからターゲット位置であ
る吸収点までを 1次元波動方程式を解くことで，O
モードとXモードの比率を求めることができるよう
になった。この仮想磁気面を用いることで，プラズ
マ周辺部でのモデル化された電子密度分布や磁気シ
アが入射偏波に与える影響を取り入れた。
全てのトムソン散乱計測のタイミングにおけるパ

ワー吸収分布は LHDデータベースに登録され，そ
れを元にして放電ごとに入射方向が調整できるよう
になった。図 1に示すように，入射方向を調整する
ことで磁気軸での電子加熱を実験効率良く達成した。
図 2に示すように，磁気軸中心での電子温度の上昇
が観測された。改良した LHDGaussを用いることで，
LHDプラズマの高温度領域の拡大に寄与した [1]。
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(b) The plane consisting of two orthogonal basis vectors:
etor × (etor × einj) and etor
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図 1: 入射方向調整前後における 2-OUR 77 GHz
ECRHの光線追跡計算 (文献 [1]図 8より転載)
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図 2: 入射方向調整前後における規格化半径 reff/a99

に対する Teと neの分布 (文献 [1]図 9より転載)


